
建物断面構成図

環境配慮事項とねらい

【立地、周辺環境】

東成区の鶴橋駅からほど近い立地の敷地。駅から敷地にかけて住宅、商店が高密度で密集しており、周囲への音・光・視線・給排気ルート

等への配慮が必要な敷地である。準工業地域に指定された当敷地周辺では、戸建ての小さな倉庫や住居が取り壊されマンションへと建替わる

最中にある。

【総合的なコンセプト】

総合パッケージメーカーの本社建替計画である。建築主は創業地での事業継続の想いから、約50年間建増しを繰り返してきた建屋を取り壊し、

本社オフィスを一新することにした。「建物が高密度に集積する周辺環境の中、大きなオフィスをいかに挿入するか」、「脱炭素・省エネ・ウェ

ルネスといった社会的課題への応答」が本計画の重要なテーマとなった。建物形状は、周辺のスケールと調和するようボリュームを分節する

ことで圧迫感の低減を図り、プライバシーに配慮した開口のディテールやテラスは同時に高い外壁性能を確保する一助としても機能している。

さらに脱炭素社会に向けた高効率な省エネ技術を盛り込むことで高い環境性能を確保しつつ、従業員のウェルネスにも配慮することで、活き

活きとしたイノベーション溢れる場が生まれることを期待している。

ザ・パック株式会社 本社
街の新陳代謝と寄り添う住宅地のオフィス

建築物概要

▪所在地：大阪市東成区東小橋 2丁目

▪建築主：ザ・パック株式会社

▪設計者：株式会社竹中工務店大阪一級建築士事務所

▪用　途：事務所・工場

▪敷地面積：1,690 ㎡

▪建築面積：882 ㎡

▪延べ面積：5,026 ㎡

▪構　　造：鉄骨造

▪階　　数：地上 7階

▪CASBEE 評価：Sランク/BEE 値 3.0

▪重点評価： CO2 削減 5.0/みどり・ヒートアイランド 3.0/ 

建物の断熱性能 5.0/エネルギー削減 5.0/ 

自然エネルギー直接利用 4.0

5 10 200 (ｍ)

■重力式自然換気 ■太陽光発電+サイネージ

■■中庭を利用し た自然採光

【 その他】
■昇降機の回生電力利用
■エネルギー計測範囲の細分化

■■屋根外壁断熱厚み増
■ウッ ド デッ キによる
屋根部日射遮蔽

■バイパス回路を
有する給水ポンプ

■蓄電池

■太陽光発電自立運転

■外構緑化

【 便所・ 給湯室】
■給湯配管の保温厚増
■自動水栓による節水
■手動洗浄レバー付大便器

■高効率空調機の採用

■照明人感センサー制御
■照明昼光センサー制御
■十分な執務スペース
■自然通風（ ゆらぎ）
■ ■天井高さ確保

(直天化)

■食堂の執務室利用

■環境配慮技術（ 再生可能エネルギー利用・ 省エネ・ 省資源） ■ワークプレイスの快適性向上 ■高い安全性（ BCP） と 更新性

執務室

カフェ テリ アカフェ テリ ア

執務室

応接室入出荷
スペース

■再生材・ 未利用材の利用
■有害物質を含まない建材の利用

■インナー化し た
テラス

■ Low -eガラス
■ ブラインド

■素地風外装

■再利用可能な建材の使用
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東西断面パース 流体解析によっ て自然換気の効果を検証し た

エコ

ヴォ イ ド
階段室

隣地

速度m /s3.50.0 1.8

執務室

イ ンナー

直天部
CH:3,635

梁下,照明部
CH:2,700

■ ワーク プレイ スの快適性向上

カ フ ェ テリ アから 北側のテラ スを見る

5階執務室から テラ スを見る 6階北 テラ ス

街の空気を感じ ながら 快適に働けるワーク プレース

・ 階高を3.8m に抑えながら 高さ を 最大に活かす直天井の採用

・ 2つの階段を まと めたX階段を採用とすることで従業員の上下移動を促進

・ 廊下を最小限と し た執務の一体感を高める可変性のある平面プラ ン

・ 空間の広さ を際立たせるシームレ スなラ イ ン型照明器具配置

・ 見合いを軽減するホリ の深い窓と イ ンナーテラ ス

・ 従業員の環境意識を 向上さ せる、 手動窓によるローコスト 自然換気

・ 大阪府や生駒山の自生種を含む多種多様な植生の緑化計画

・ 昼光利用を可能と するト ッ プラ イ ト や中庭を配置

気積を 最大化し た有効率の高い平面・ 断面計画

※自主登録

75.9/100

3階 執務室を みる

57％削減(基準値比較)

BEI= 0.43,BPI= 0.66

Sラ ンク (最高ラ ンク )
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太陽光コンセント 空調・換気 照明 衛生

使用量データ

（発電量データ）

m3 kWhkWhkWhkWh

高断熱外装と 周辺環境と の関係をバラ ンスさ せた外装計画

中空層

フ ロート
ガラ ス

Low -E
ガラ ス

室外

室内

断熱材 75m m
(����������A種1)

防火コ ート
外壁 60m m
(押出成形セメ ント 板)

室内

室外

ガラ ス 外壁

外装の構成敷地南より 建物をみる

・ 最低限の吹抜と 外壁開口で成立さ せた重力換気による自然換気システム

・ 自然換気での執務室の2回(以上)換気を実現

・ 風向に限ら ず外部風を受けら れる全周が等価なフ ァ サード

・ 気象条件により 自動開閉するト ッ プラ イ ト

・ 自然換気の好条件を 知ら せるお知ら せラ ンプで従業員への環境啓発

・ 設計期中のシミ ュ レ ーショ ンより 自然通風量を確認

・ 自然通風のゆら ぎによる執務者の快適性向上

回遊する執務室形状と 建物中央のヴォ イ ド を活かし た自然通風

各種省エネ技術の採用

全熱交換器
空調室内機

SA RA

EA
OA

人が増えてCO2濃度が高
くなると風量が増す

・ 在室検知と 明るさ 検知を併用し た執務室の照明センサー制御 ・ 人員の増減(CO2濃度)に追随し た全熱交換機の風量制御

■ 環境配慮技術（ 再生可能エネルギー利用・ 省エネ・ 省資源）

・ 熱負荷と 住宅密集地での近隣と の見合いに配慮し た窓形式

・ 窓際のアク ティ ビティ ーも 配慮し た内部のテーパー壁

・ Low-E複層ガラ スと 高断熱外装(断熱材)の採用

・ 熱負荷低減によっ て中間期には空調機に頼ら ないで過ごすこ と が可能

・ ホリ の深い窓と するこ と でガラ ス面への直達日射を 低減

・ エネマネシステムによる消費エネルギー分析

NT 4000
ET 5378
WT 5403

5W -1433
5S 1213

4W 716
4E -840
4S 1695

3W 1539
3E -2188
3S 313
3N 8972

2E 957
2S 3779

(1.3)

(1.9)

(6.6)

(3.7)
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3階 執務室から エコ ヴォ イ ド ・ 階段室を見る 自然通風シミ ュ レ ーショ ン結果

1階風除室
サイ ネージ

発電量データ

使用量
データ

エコ ヴォ イ ド

一次エネルギー消費量(GJ/年)の採用技術による低減効果

(GJ/年)

BEI＝1.00

BEI＝0.43

基準

外皮面積調整・高効率設備の採用

空調：執務室系統複数化・ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ機器採用

空調：室内機回転数制御機能有

換気：全熱交換器の採用

換気：高効率ファン・ﾌｧﾝｲﾝﾊﾞｰﾀ制御

照明：在室検知制御

照明：明るさ検知制御

照明：タイムスケジュール制御

照明：初期照度補正機能有

給湯：自動給湯栓の採用

給湯：保温断熱材厚み増

空調エリア屋根・外壁断熱材75mm
ブラインド有

窓仕様：Low-eガラス

昇降機：回生コンバータの採用

太陽光発電設備

エコボイドを活用した自然通風

クールチューブ（未採用）

BEI= 0.50
ZEB Ready 

基準建物

本計画

0 2ｋ 3ｋ 5ｋ 6ｋ

■ 高い安全性（ BCP） と 更新性

停電中

太陽光発電システム
受変電設備

発電

蓄電池

停電時給電システム

・ 停電時の事業継続に配慮し て蓄電池を設置し 、 太陽光発電システムと 連携を取っ たシステムを計画し た

・ 執務室の直天仕様は開放感を演出.  設備機器の更新性を踏まえた見える化でメンテナンス性を高めている

執務室直天設備

特定負荷

電力
供給

乾式巻き 付け

耐火被覆

ラ イ ン 状の照明計画に合わせて

配線・ 配管ルート を 決定

カ セッ ト 型空調機

 
 
 

断熱材75mm
(�������������)

防火コート
外壁60mm
(押出成形セメ ント 板)
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Osaka Environmentally Friendly Architecture Award  2019  Osaka Environmentally Friendly Architecture Award
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